
【注釈】

地域支え合い推進会議

自
治
会
Ｃ

公
民
館
区
域

・地域住民や様々な主体が地域課題を共有し、
解決に向けて話し合う場
・地域に関わる人や団体が顔見知りになる場

自
治
会
Ｄ

自
治
会
Ａ

自
治
会
Ｂ

コミュニティワー
カー担当地区での
自治会長訪問等

軽度な支援（少ない）→

地域課題

自治会

民生委員

福祉事業者
学校・幼保

子ども会

ボランティア

近隣住民

・各種サービス
・支援機関
・ボランティア 等

つなぎ・連携

地区社協

←相談（少ない）

●コミュニティワーカー
（地域福祉活動支援員）
※生活支援コーディネーター
兼務

福祉なんでも相談

・課題解決に向けた
連携（弱かった）
・定例でのミーティ
ングの実施

・地域課題の把握
・地域力による解決を
働きかけ

つなぎ・連携 ↓チーム支援・アウトリーチ

←相談

・複雑、複合的課題を抱えた人への支援など、多機
関協働で支援方針の検討
・困難ケース対応支援等、ワーカーのバックアップ
・エリア圏域ごとの開催ではなく、ケースに合わせ
て必要なメンバーを招集

市の担当課

福祉事業者

市社協

ハローワーク

地区担当
保健師

医療機関

権利擁護

市
全
域

困り事（地域課題）

←相談（多い）

【コミュニティワーカーが主導で開催した地域
支え合い推進会議】
・２地区で個別の地域課題に対応するため開催
・５地区で地区版福祉のまちづくりプランに基
づいて開催

※その他、地域が主導で開催している地域支え
合い推進会議と同義の協議体（和田地区地域ケ
ア会議など）にも随時、参加・協働を行ってい
る

支援やフィードバック（多い）→

・新たな社会資源の開発検討
・つなぎ先のない課題の対応策を検討

困り事（個別課題）

断らない相談
マネージャー

市の担当課

コミュニティワーカー
（地域福祉活動支援員）

地域活動支援員

個別課題の重層的支援会議
（エリアネットワーク会議）

地域課題の重層的支援会議
（全市的な検討の場）

課題の吸い上げ

社会資源やイン
フォーマルサービ
スの開発・提供

総合相談支援センターえしこに

包括的相談支援の拠点
それぞれの会議を調整

●コミュニティソーシャルワーカー（総合相談支援員）

地区担当保健師

・紫の矢印は地域課題
を示しています

・緑の矢印は個別課題
を示しています

・青の矢印は個別課題、
地域課題の両方を示し
ています

地域包括支援センター
（ふれあいの里地域包
括のみ）の相談機能を
包含

・課題解決に向け
た連携（一定数
あった）

困りごとを抱えた住民や
地縁組織

相談

資料３

【圏域ごとの総合相談支援体制のイメージ図】（現状）


